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This res巴むch油田 toexplain university student's eating behavior based on the hypothetical 
model which combines the decisional balance (Pros， Cons) and仕1巴 τ'heoryof Planned Behavior 
(TPB) ， and cClnfum the validity of仕lemodel.τ'he白reetypes of ea出 gbehavior were focused: 
ta凶ngthe vegetables and fruits， avoiding junk foods including retort or instant food， and having 
breakfast. Two hundreds and seventy universi守山ldents(age: 20.48土1.78) participated in the 
questionnaire-based study.τ'he model was tested by the st巴'pwiseregression analysis in each behav-
ior. As a resu1t， the mode1 was confumed in也eavoi白nceof junk foods and the intake of break-
fast. In both behaviors， the cons. had si担ificanteffects on仕lebehavior but也巴 pros.did not.τ'he 
model was not accepted in也ein匂keof the vegetables阻 d企凶ts.
Key word: university 向 dents，eating behavior，百leoryof Planned Behavior (TPB)， the decisional 



















































2-1.計画的行動理論 (TPB:Theoryof Planned eBehavior) 
行動変容を説明するのに有効とされる行動科学的理論の1つに、計画的行動理論(寸PB:
Theory of、PlannedBehavior}がある (Figure1-1.)。これは、 Fishbein&Ajzen (1975) 
が提唱した合理的行為理論 (TRA: Theory of Reasoned Action) をもとに改良されたもの
である。 TRAは、目標とする行動の遂行を規定するもっとも大きな要因として行動意図の概















Figure 1-1 計画的行動理論くAjzen，1991> 






. TPBを食関連行動に適用した研究は非常に多い (e.g.Ajzen & Timko， 1986; Berg， 
Jonsson， & Conner 2000; Conner， Norman， & Bell， 2002; Povey， Conner， Sparks， James， & 











連行動においては十分に説明方きていないとする研究もある (e.g.Lien， Lytle， & Komro， 















考え方を決定バランスといい、行動科学的理論の lつ、 Transtheoretica1Model (TTM)で
用いられている概念である。健康的食行動に関しては、 Rossi，Greene， Rossi， Plummer， 
Benisovich， Keller， Velicer， Redding， Prochaska， Pallonen， & Meier (2001)が青少年の食
物性脂質の摂取について、 Chuan，Ling， & Horwath (2001)が野菜・果物の摂取について、
それぞ、れ決定バランスの重要性を示唆している。さらに、決定バランスは、行動変容における
個人の過程を評価するのに有効であるだけでなく、そのレベルは逆戻りの危険性を予測する重
要な因子でもあるという (Rossiet a1.， 2001)。これらのことから、意図から行動を予測する
媒介変数として決定バランスの影響に注目する意義はあると思われる。
2・5.仮説モデル






































各行動に対し l項目ずつ、 7件法 (-3~ +3)により、それぞれの準備性を尋ねた。「行動への
態度」と「行動統制感」については、それぞれ7件法 (-3~ +3)により 6項目で尋ねた。「主
観的規範」については、大学生の周囲の影響力の大きさを考慮し、 Conneret a1. (2002)に
よるものに新たに3項目加えた。それぞれ7件法 (-3~ +3)により 4項目で尋ねた。
2-3.決定バランス CPros，Cons)に関する項目
決定バランスについては信頼性、妥当性ともに確認されている Rossiet al. (2001)による











3~5 回、④週 1~2 園、⑤月 1 ~ 2回(たまに)、⑤まったくない、で尋ねた。朝食の摂取






















中5項目が採用され、 l因子としてまとまった (α=.82)。また、決定バランス (Pros，Cons) 





















n 凡グ SD n ルイ SD n ルグ SD 
行動への意図 269 1.64 1.36 269 0.66 1.70 269 1.12 1.83 
行動への態度 270 14.10 4.86 270 0.84 5.39 270 13.58 5.94 
主観的規範 270 5.77 4.28 270 1.00 5.03 270 6.17 4.91 
行動統制感 270 3.28 6.57 270 2.23 6.59 269 6.49 7.09 
行動 267 2.95 1.94 268 4.49 0.52 270 0.76 0.38 
pros 269 12.32 2.64 269 13.50 3.93 270 14.84 4.01 
cons 267 11.30 3.01 270 9.44 3.66 
cons(p1 ) 270 2.87 1.11 
cons(p4) 270 2.26 1.11 
cons(p5) 270 2.34 1.07 
cons(p6) 270 2.64 1.05 
cons(p9) 269 3.17 .0.93 










た(それぞれs= . 30， . 33， . 21、すべてDく .001)。また、属性変数である居住形態も意図に
対して有意に影響していた (s= .15、p<.001)。モデル全体の説明率は、 R2= .36と、十分
な値を得た。
インスタント食品、レトルト・コンビニ等の弁当の節制意図の形成には、性別(戸=ー.15，ρ








標準偏回帰係数S LlK 標準偏回帰係数S LlK 標準備回帰係数S LlK 
ステップ1 0.05帥 0.06梓 0.07開
性別 一0.03 -0.1 s'陣 -0.06 
居住形態 0.15輔 -0.01 -0.03 
年齢 0.04 一0.02 -0.08 
ステップ2 0.31桝 0.20キ# 0.32榊
態度 0.31桝 ー0.18梓 0.10 
主観的規範 0.33神キ 0.26キ神 0.23榊
行動統制感 0.21問 0.22神本 0.40榊




た(順にs= .23， p< .001， s= .40， p< .001)。特に、行動統制感による影響は最も大き
かった。また、意図の形成における変数全体の説明率は十分であった (R2=.39)。
3-2.行動の形成



















ρ< .05)、行動統制感(戸=.34， p< .01)、行動への態度 (s= .20，ρ< .01)、 Cons(s = 





標準偏回帰係数S A 標準偏回帰係数E A 標準偏回帰係数S L1B: 
ステップ1 0.26榊 0.03本 0.10開
性別 -0.08 -0.09 0.02 
居住形態 ー0.34桝 0.04 ー0.15榊
年齢 -0.05 0.07 0.00 
ステップ2 0.13桝 0.19桝 0.44榊
意図 0.04 0.16キ 0.34榊
行動統制感 0.34桝 0.34榊 0.41榊
ステップ3 0.01 0.02* 0.00 
態度 -0.02 0.20** -0.01 
主観的規範 0.16紳 -0.07 0.01 
ステップ4 0.01 0.02* 0.01* 
pros -0.09 0.11 -0.07 
cons 一0.09 -0.14本 -0.12* 




な増加が示された(JI民に.LlR2=.10， = .44， p< .001)。属性情報のうち、居住形態が直接行動
に影響した (s= -.15，ρ< .05)。つまり、自宅生の方が下宿生よりも朝食の摂取頻度が高い
ということが示された。行動の形成において、特に意図と行動統制感による影響は顕著であっ
た(JI慣にs= .34， .41， Pく .001)。また、行動への態度と主観的規範による行動への直接的影
響は、有意で、ないことが示された。ステップ4に関しては、 Prosによる影響は有意で、はなかっ
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